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■ 地域医療連携室長　就任のご挨拶 

付属病院副院長
地域医療連携室長
塩川　芳昭

　今年度から地域医療連携室を担当することと
なりました塩川芳昭です。専門は脳神経外科で、
今までは脳卒中患者さんを中心とした連携に関
わってまいりました。しかしながら、医療の高
度化や超高齢化社会到来などを今更申し上げる
までもなく、医療における病院間や病院・診療
所間の緊密な連携の重要性は、脳卒中に限らず
多くの疾患においてますます高くなっておりま
す。また、複雑化した医療内容を反映して患者
さん一人ひとりに対して個別に異なる医療ニー
ズに的確に応えることが求められています。
　従来より杏林大学病院では、地域医療連携室

（地域医療連携係、医療福祉相談係）と入退院
管理室が患者さんの診療支援や地域連携を担っ
ておりましたが、本年 7 月を目途に新たな体制
で取り組めるよう、日常診療を行いながらの改
革をすすめている最中です。
　今お読みいただいている「杏林大学病院
ニュース」の表題右に記されている「地域医療
の充実を目指して、関係機関の皆様とともに」
のモットーは変わらず、患者さんやご関係の皆
様方にはより良い医療連携をご提供できるよう
努めておりますので、昨年に引き続きよろしく
ご支援・ご指導のほどお願い申し上げます。

■ 新任教授紹介 

　精神科疾患に対する薬物療法とし
て、当事者の方との双方向性コミュ
ニケーションによる治療方針決定法
の普及などに努めてきました。他に
も当科では、認知行動療法、睡眠医学、
診断学、そして脳刺激療法などを専
門としております。23 区西部、そし
て多摩地区のクリニック、病院と連
携して地域のニーズにお応えできる
よう、今後臨床の質を更に向上させ、
臨床に根ざした研究を発展させたい
と考えています。

　甲状腺外科では、甲状腺・副甲状
腺の腫瘍性疾患および機能障害など
を担当します。東日本大震災にとも
なう福島第一原発の事故により、甲
状腺に不安を感じている方々が多く
いらっしゃるのは事実です。癌の有
無にかかわらず来院される方々の不
安を取り除くことは大切な仕事と考
えています。そのために十分な説明
をして安心して治療や手術を受けて
いただけるよう尽力いたします。一
方で甲状腺外科医の育成も大切な使
命と考えています。

第一内科学教室

（腎臓・リウマチ膠原病内科）

要　伸也 

東京大学医学部医学科卒業。公立昭和病
院腎臓内科、東京大学医学部附属病院分
院内科助手、 米国ラホーヤ癌研究所（現
Burnham 研究所）研究員、東京大学第四
内科医局長、東京大学大学院医学系研究科
腎疾患総合医療センター講座客員助教授な
どを歴任。平成 19 年 2 月杏林大学医学部
第一内科学教室に着任。腎・透析センター長。
現在に至る。

精神神経科学教室

渡邊　衡一郎  

慶應義塾大学医学部卒業。国家公務員共済
組合連合会立川病院神経科医員、医療法人
財団厚生協会大泉病院医員、 慶應義塾大学
医学部精神神経科学教室 専任講師などを歴
任。平成 24 年 4 月杏林大学医学部精神神
経科学教室に着任。現在に至る。

外科学教室

（呼吸器・甲状腺外科）

平野　浩一 

慶應義塾大学医学部卒業。国立がんセンター
頭頸科レジデント、同頭頸科 シニアレジデ
ント、同がん専門修練医（頭頸科）、国立が
んセンター中央病院 頭頸科医員、栃木県立
がんセンター頭頸科医長などを歴任。平成
14 年 1 月 杏林大学医学部耳鼻咽喉科学教
室に着任。形成外科学教室（頭頸部腫瘍外科）
を経て現在に至る。

　腎臓・リウマチ膠原病内科で、と
くに腎臓分野を担当します。腎疾患
は幅が広く、かつ、全身を見ていく
必要があるため、高い専門性ととも
に “General medicine” の視点が求めら
れます。透析医療では、導入期と合併
症時の支援を行い、腹膜透析や様々な
血液浄化療法もサポートして参りま
す。また、病診連携や感染・災害対策
を通じて地域連携を推進し、多摩地区
の基幹施設としての役割も果たしてい
くつもりです。

脳卒中センター長 / 脳神
経外科学教授。専門は脳
血管障害、良性脳腫瘍、
頭蓋底疾患
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◆ 
救
急
科

平成 26 年度 杏林大学公開講演会 （5 月～ 9 月）

診
療
科
紹
介

◆ 

心
臓
血
管
外
科

日時・会場 テーマ 講師

5/10（土）
14:00-15:30
三鷹ネットワーク大学

知っておきたい眼の病気
よりよい視力を守るために

眼科学教授
平形 明人

6/28（土）
14:00-15:30
三鷹ネットワーク大学

循環器疾患
いかに上手に薬を飲むか

循環器内科教授
吉野 秀朗

7/5（土）
14:00-15:30
三鷹ネットワーク大学

運動とリハビリテーション
宇宙飛行士の健康管理から学ぶ

リハビリ科講師
山田 深

７/5（土）
13:30-15:00
三鷹キャンパス

チーム医療で支えよう がん化学療法 
がんと上手く付き合うために

７/12（土）
14:00-15:30
三鷹ネットワーク大学

認知症をみる
地域で認知症をみるには

高齢医学准教授
長谷川 浩

７/26（土）
14:00-15:30
三鷹ネットワーク大学

「ロコモ」を知っていますか？
介護を受けない健康な毎日を過ごすために

整形外科学教授
市村 正一

９/1（月）
18:00-19:30
三鷹キャンパス

緩和医療の進歩
がんの苦痛はどこまでとれるか

麻酔科講師
窪田 靖志

９/27（土）
13:30-15:00
羽村市ゆとろぎ

「ロコモ」を知っていますか？
介護を受けない健康な毎日を過ごすために

整形外科学教授
市村 正一

会場のご案内
●杏林大学三鷹キャンパス：JR 吉祥寺駅よりバス。杏林大学病院内
●三鷹ネットワーク大学：JR 三鷹駅前協同ビル 3 階
●羽村市ゆとろぎ：JR 青梅線羽村駅東口より徒歩。羽村市生涯学習センター

　

救
急
科
は
、
救
命
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｃ
Ｃ
）
三
次
外
来

処
置
室
と
Ｔ
Ｃ
Ｃ
集
中
治
療
室
で
診
療
を
し
て
い
ま

す
。
年
間
約
１
，
８
０
０
人
来
院
す
る
救
急
患
者
の
ほ

と
ん
ど
は
、
消
防
庁
の
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
１
１
９

番
を
経
由
す
る
重
症
患
者
で
す
（
開
業
医
か
ら
の
転
院

依
頼
は
専
門
科
へ
直
接
依
頼
さ
れ
る
か
、
Ａ
Ｔ
Ｔ
科
で

振
り
分
け
を
し
て
い
ま
す
）。
当
科
で
の
初
期
対
応
は

超
重
症
患
者
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、集
中
治
療
を
経
て
、

適
切
に
加
療
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

当
科
で
は
心
肺
停
止
状
態
、
循
環
器
疾
患
、
脳
卒
中
、

外
傷
、
中
毒
が
全
患
者
の
８
割
を
占
め
ま
す
。
他
に
、

20
％
を
超
え
る
広
範
囲
の
熱
傷
や
ガ
ス
壊
疽
な
ど
の
外
科

的
処
置
が
必
要
な
特
殊
感
染
症
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
目
撃
の
あ
る
心
停
止
に
対
す
る
経
皮

　

心
血
管
系
の
疾
患
は
生
命
に
直
結
す
る
こ
と
が
多

く
、
通
常
の
日
常
診
療
に
加
え
救
急
患
者
へ
の
対
応

が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

当
科
で
は
休
日
・
夜
間
で
も
可
能
な
限
り
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
疾
患
は
、
心
筋
梗
塞
や
大
動
脈
解
離
、
胸
部
・

腹
部
の
動
脈
瘤
と
そ
の
破
裂
、
末
梢
動
脈
閉
塞
等
で
す

が
、
従
来
の
侵
襲
の
大
き
い
外
科
手
術
に
加
え
、
最
近

で
は
技
術
や
診
療
器
具
の
進
歩
が
あ
り
、
よ
り
侵
襲
の

小
さ
い
手
術
や
手
技
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
日
進
月
歩
の
医
療
技
術
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
大
動
脈
瘤
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
挿

入
術
や
末
梢
動
脈
閉
塞
に
対
す
る
血
管
内
治
療
・
ス

テ
ン
ト
留
置
術
、
静
脈
瘤
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー
治
療

も
日
常
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ら
新
し

い
技
術
に
は
利
点
は
あ
り
ま
す
が
、
完
全
に
従
来
の

手
術
の
代
用
と
な
る
も
の
で
も
な
い
た
め
、
そ
の
特

性
を
見
極
め
て
従
来
の
手
術
も
含
め
多
様
な
選
択
肢

の
中
か
ら
疾
患
と
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
最
適
の
組

み
合
わ
せ
を
選
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
が
世

間
に
認
知
さ
れ
、
静
脈
系
の
疾
患
も
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
科
で
は
末
梢
血
管
部
門
で
深

◆
前
立
腺
が
ん
の
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
を
更
新
・
増
設[

泌
尿
器
科]

　

泌
尿
器
科
で
前
立
腺
が
ん
の
手
術
に

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
内
視
鏡
下

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」

が
３
月
末
に
更
新
・
増
設
さ
れ
、
２
式

の
手
術
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
は
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
、
２
０
１
２
年

６
月
に
１
台
導
入
し
、
こ
の
１
年
半
余
り

の
間
に
約
１
３
０
例
の
手
術
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
医
師
１
人
で
操
作
す
る
「
シ

ン
グ
ル
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
」
を
更
新

し
、
２
人
で
同
時
に
操
作
す
る
「
デ
ュ

ア
ル
コ
ン
ソ
ー
ル
タ
イ
プ
」
を
増
設
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
も
の
に
比
べ
、

画
像
の
解
像
度
が
向
上
し
て
い
る
ほ
か
、

操
作
の
面
で
も
、
従
来
足
元
の
ペ
ダ
ル

診
療
科
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆ 

鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
を
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　  [

耳
鼻
咽
喉
科]

　

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
外
来
に
鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
を

開
設
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を
中
心
に
専
門
的
な

検
査
や
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
症
状
な
ど
に
応
じ
て
、
保
存
的
治
療
、

局
所
麻
酔
下
レ
ー
ザ
ー
等
を
用
い
た
鼻
粘
膜
焼
灼
術
、

全
身
麻
酔
下
で
の
後
鼻
神
経
切
断
術
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
来
年
の
ス
ギ
花
粉
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
免

疫
療
法
（
舌
下
免
疫
療
法
な
ど
）
も
施
行
し
ま
す
。

〔
診
察
〕
毎
月
第
１
・
３

　

水
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

※
原
則
と
し
て
予
約
あ
る
い
は
紹
介
制
で
す

ダヴィンチデュアルコンソールタイプ
（株式会社アダチ カタログより）

で
操
作
し
て
い
た
も
の
が
手
元
で
操
作

で
き
る
な
ど
使
い
勝
手
が
よ
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
手
術
は
、

前
立
腺
が
ん
の
み
保
険
が
適
用
さ
れ
、

他
の
手
術
で
は
自
費
診
療
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
消
化
器
一
般
外
科
・

【
共
済
立
川
病
院 

小
児
準
夜
間
診
療
に
医
師
派
遣
】

　

４
月
14
日
、
共
済
立
川
病
院
（
立
川
市
錦
町
４
）
に
準
夜
間
救
急
診
療
室
が
開
設
し
ま

し
た
。
当
院
は
、
立
川
市
医
師
会
、
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
共
に
小
児
科
医
を
派
遣

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

的
心
肺
補
助
装
置
の
装
着
や
多
発
外
傷
症
例
に
対
す

る
動
脈
塞
栓
術
の
併
用
な
ど
、
積
極
的
に
先
進
な
治

療
を
行
い
、
成
績
を
評
価
し
て
学
会
で
発
表
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
事
の
際
、
地
域
に
貢
献
出
来
る
よ
う
、

当
科
が
中
心
と
な
っ
て
秋
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ｃ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
や
病
棟
の
災
害
担
当
者
に

対
し
て
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
が
講
義
・
実
技
な
ど
を

行
う
な
ど
し
て
、
地
域
に
還
元
で
き
る
対
策
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　

３
病
棟
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
当
科
や
Ｔ
Ｃ
Ｃ
職
員
が

中
心
と
な
り
、
東
京
消
防
庁
航
空
部
隊
と
連
携
し
て
運

用
し
て
い
ま
す
。
山
岳
や
島
し
ょ
か
ら
の
ヘ
リ
要
請
に

対
応
す
べ
く
、
飛
行
訓
練
や
受
け
入
れ
訓
練
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
日
常
診
療
の
み
な
ら
ず
地

域
の
防
災
も
含
め
た
連
携
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

部
静
脈
血
栓
症
の
診
断
と
治
療
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
院
内
発
症
の
症
例
で
の
治
療
を
ア
レ
ン
ジ
し
、

退
院
後
は
当
科
外
来
で
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療
機
関
か
ら
の
下

肢
の
腫
脹
や
浮
腫
の
診
断
・
治
療
依
頼
に
も
専
門
機

関
と
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
と
の
医
療
連
携
を
深
め
な
が
ら
患

者
本
位
の
診
療
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

呼
吸
器
外
科
・

婦
人
科
領
域
で

も
利
用
可
能
な

機
器
で
あ
る
た

め
、
今
後
は
保

険
対
象
手
術
が

増
加
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

がんプロ
4 大学合同講演


